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【現地の状況やニーズなどの背景情報】
　透析液清浄化は質の高い透析を実施するための重要な課題である。フィリピンでは RO（逆浸透）方式のみ
で透析液清浄化管理が行われ、エンドトキシンや生菌の管理が不十分である。

【活動内容】
　日本は ISO の基準を上回る透析液清浄化技術を有している。松圓会はフィリピン腎臓学会前会長を含む 3 名
を招聘し、透析液清浄化管理技術の研修を実施し、かつフィリピン総合病院（PGH）や国立腎臓・移植研究所

（NKTI) にて同様の研修を実施した。加えて、両病院で日本型透析セミナーを開催した。

【期待される成果や波及効果等】
　透析治療の中心機関である PGH にエンドトキシン除去フィルターを導入すると同時に、透析液清浄化管理
技術導入した。NKTI にも技術導入を行った。透析治療の中心機関に機器・技術を導入したことにより、今後
日本の透析医療機器・医療技術の輸出促進につながる。

3.　透析液の水質・清浄化管理に関する
　　実践的技術研修プロジェクト
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＜研修実施結果＞	
8 月　研修生受入（3 名）
　・透析液清浄化の意義
　・水質管理、 透析液清浄化概論
　・透析液ライン管理概論
　・清浄化モニタリング
　　　サンプリング・
　　　エンドトキシン測定
　　　生菌検出

8 月　専門家派遣
（4 名派遣、2 名参加 ）

　・透析液清浄化の意義
　・水質管理、透析液清浄化概論
　・透析液ライン管理
　・ETRF の管理
　・清浄化モニタリング
　　　サンプリング・
　　　エンドトキシン測定
　　　細菌検出

10 月　専門家派遣（5 名派遣、3 名参加）
　・日本型透析液清浄化に関するセミナー
　・清浄化モニタリング状況確認、
　　質疑応答
12 月　専門家派遣（2 名派遣、2 名参加）
　・清浄化モニタリング状況再確認、
　　質疑
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